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論文要旨： 
 これまで運動の効果を、種類、強度、頻度、時間に関して検討した研究は多いが、運動を 1 人で行う
か誰かと一緒に行うかの違いについて検討した研究はほとんどない。そこで、本研究では、運動を 1 人
で実施するか誰かと実施するかで主観的健康状態が異なるか否かについて、運動実施頻度を考慮して検
討した。要介護認定を受けていない 65 歳以上の高齢者 38,724 名に対して質問紙を送り調査を行った。
そのうち、必要項目に欠損のない 21,684名を解析対象とした。主観的健康感を従属変数、運動の実施方
法（運動していない人から誰かとのみ運動を実施するまでの６段階分類）を独立変数、年齢、性、等価
所得、教育歴、家族構成、就業状態、要治療疾患、手段的日常生活動作能力（IADL）、うつ状態、社交性、
合計の運動頻度を調整変数とした多重ロジスティック回帰分析を行った。主観的健康不良のオッズ比は、
運動を行っている人はそうでない人と比べて有意に低く、また、運動を 1 人で行う人に比べて、誰かと
行う人の方が有意に低かった。運動頻度別でも同様であった。運動を行う場合に、誰かと一緒に行う頻
度を増やすことは、合計の運動頻度と独立して健康への恩恵に重要であることが判明した。 
審査過程： 
1. 本研究は、医学研究倫理審査委員会の承認を経て、インフォームドコンセントを取得した後に、倫理
上適切に実施されたものである。 
2. 全国規模の研究である点で優れているが、地域性を考慮する必要性がある点も十分理解していた。 
3. 因果の逆転の可能性やその解決のための今後のコホート研究の必要性について、適切に説明できた。 
4. うつ状態や協調性などの交絡因子について、十分な理解が確認できた。 
5. 運動の種類、強度、時間や運動以外の身体活動を把握できないなどの本研究の限界について理解でき
ていた。 
価値判定： 
本研究は、これまで注目されなかった誰かと一緒に運動を行うことの恩恵に着目した点に新規性があ
る。高齢者の運動効果の促進には、社会的交流の視点を考慮することが重要であることを明らかにした
点において学位論文の価値を認める。 
 
